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実
力
が
違
い
す
ぎ
て
勝
負
に
な
ら
な
い
。

女
子
も
内
村(

自
由)

が
２
回
戦
に
進
ん
だ

が
、
明
石
の
大
蔵
中
の
前
田
に
一
蹴
さ
れ

た
。 東

播
大
会
は
男
女
と
も
濱
手
の
加
古

川
・明
石
・高
砂
が
強
く
、
内
陸
部
は
振
る

わ
な
い
。
ラ
イ
バ
ル
が
相
競
わ
な
け
れ
ば
、

入
賞
は
程
遠
い
。(

報
告 

波
田
幸
信) 

６
月
３０
日
（日
）、
「第
４６
回
兵
庫
県
少

年
剣
道
の
集
い
」と
、
時
と
会
場
を
同
じ
く

し
て
、
神
戸
市
立
王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
「ひ
ょ
う
ご
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

地
区
別
剣
道
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

県
下
８
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
優
勝
を
争
っ
た
。 

 

東
播
地
区
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会

で
ま
だ
優
勝
し
た
こ
と
が
な
く
、
今
年
も

悲
願
の
初
優
勝
に
向
け
て
、
精
鋭
を
繰
り

出
し
た
。 

 

我
が
三
木
市
か
ら
は
、
去
年
の
田
畑
先 

生
に
続
き
、
今
年
は
小
椋
治
朗
先
生
（成

人
指
導
部
長
、
教
士
７
段
）を
推
薦
し
、
地

区
内
の
同
意
を
得
て
、
チ
ー
ム
次
鋒
と
し 

て
出
場
し
た
。 

 

試
合
は
、
１
回
戦
、
阪
神
北
地
区
協
議
会

と
対
戦
。
次
鋒
小
椋
先
生
は
、
相
手
の
梶

繁
夫
７
段
が
コ
テ
に
来
る
と
こ
ろ
を
す
り

上
げ
て
メ
ン
を
奪
い
、
一
本
勝
ち
と
し
た
。

対
戦
成
績
２
―
１
で
２
回
戦
（準
決
勝
）へ
。 

 

相
手
は
、
昨
年
優
勝
の
西
播
地
区
協
を

破
っ
た
淡
路
地
区
協
。
先
鋒
一
本
負
け
の

後
を
受
け
、
小
椋
先
生
は
、
森
本
秀
樹
６

段
が
メ
ン
に
く
る
と
こ
ろ
を
左
に
開
い
て
コ

テ
、
さ
ら
に
相
メ
ン
に
乗
っ
て
勝
ち
二
本
勝

ち
。
そ
の
後
中
堅
が
二
本
負
け
、
副
将
が

取
り
返
し
、
こ
こ
ま
で
２
―
２
の
本
数
も
同

じ
で
相
拮
抗
し
た
試
合
と
な
り
大
将
戦
へ
。

東
播
の
大
将
は
加
古
川
剣
連
の
会
長
鈴
木

邦
雄
先
生
、
引
き
分
け
と
す
る
。
代
表
選

と
な
り
、
淡
路
の
大
将
伊
澤
章
先
生
は
試

合
経
験
豊
富
な
強
敵
だ
っ
た
が
、
最
後
に

メ
ン
で
決
め
、
決
勝
戦
に
進
出
し
た
。 

相
手
は
、
但
馬
・神
戸
の
地
区
協
を
破
り

勝
ち
上
が
っ
た
阪
神
地
区
協
議
会
。
小
椋

先
生
は
、
相
手
の
鋭
い
メ
ン
を
返
し
胴
で
切

り
抜
け
よ
う
と
し
た
が
失
敗
、
メ
ン
の
一

本
負
け
を
喫
し
た
。
チ
ー
ム
も
阪
神
地
区

の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
、
今
年
も
あ
と
一
歩

と
い
う
と
こ
ろ
で
優
勝
を
逃
し
た
。 

 

（髙
橋
洋
三
）  

 

見
出
し
の
講
習
会
が
、
７
月
１
・８
日
の

２
日
間(

１９
時
半
よ
り
約
１
時
間)

、
三

木
市
民
体
育
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
習
会
の
目
的
は
、
こ
の
稽

古
法
を
三
木
市
内
の
各
剣
道
教
室
に
広

め
、
各
教
室
の
指
導
者
が
教
室
生
徒
に

正
し
く
指
導
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。 

 

従
来
、
県
の
１
級
審
査
会
に
お
い
て
こ

の
稽
古
法
の
講
習
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
来
年
度
か
ら
は
、
審
査
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
１０
月
に
行
わ

れ
る
「青
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会
」に

お
い
て
、
こ
の
稽
古
法
の
対
抗
試
合
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
理
由
と
し
て
講

習
会
は
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
講
習
会
で
は
、
主
任
講
師
で
あ
る

小
椋
先
生
よ
り
、
「木
刀
・竹
刀
は
日
本

刀
」で
あ
る
と
の
概
念
を
基
に
、
刀
の
よ

う
に
扱
う
こ
と
（刀
法
）。
座
礼
・立
礼
の

仕
方(

礼
法)
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
技
で
は
、
元
立
ち
は
先
生
で
あ
る

の
で
、
元
立
ち
が
打
つ
機
会(
合
気
に
な
っ

て)

を
与
え
、
掛
か
り
手
は
そ
れ
を
逃

が
さ
ず
打
つ
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。 

 

最
後
に
指
導
者
は
子
ど
も
た
ち
の

手
本
と
な
る
よ
う
な
、
立
ち
居
振
る

舞
い
・
所
作
を
行
う
よ
う
に
と
の
注

意
が
あ
り
、
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
見

て
勉
強
し
、
そ
の
通
り
の
こ
と
を
行
い
、

我
流
で
教
え
な
い
よ
う
に
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

参
加
者
は
別
表
の
通
り
で
す
が
、
昨

年
度
に
比
べ
て
参
加
者
が
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
初
は
２
班
に

分
か
れ
て
行
う
予
定
で
し
た
が
、
全

員
同
時
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
開
催
時
に
は
多
数
の
参
加
を

期
待
し
ま
す
。 

「木刀による剣道基本技稽古法」講習会　参加者
主任講師 小椋　先生 講師 田畑　先生

 

教室名 7月1日

三木中央 3

緑が丘 3

自由が丘 0

口吉川 0

志染 3

別所 3

剣修会 0

吉川 2

連盟 1

合計 15 18

参　加　者　数

7月8日

3

5

4

0

2

2

0

2

0

（少
年
指
導
部
長 

大
柴
敏
昭
） 

 

「「
木木
刀刀
にに
よよ
るる
剣剣
道道

基基
本本
技技
稽稽
古古
法法
」」  

講講
習習
会会
をを
開開
催催 

小小
椋椋
先先
生生
、、
東東
播播
地地
区区

準準
優優
勝勝
にに
貢貢
献献  

ひひ
ょょ
うう
ごご
生生
涯涯
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会  

地地
区区
別別
剣剣
道道
交交
流流
大大
会会  
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７
月
１３
日
（土
）、
加
古
川
市
立
武
道
館

に
お
い
て
兵
庫
県
体
育
協
会
が
剣
道
に
携

わ
る
者
の
指
導
・育
成
と
少
年
・少
女
剣
士

の
基
本
技
術
の
上
達
等
を
図
る
た
め
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ

ジ
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
三
木
市
剣
道
連
盟
か

ら
指
導
者
２
名
、
剣
道
教
室
に
在
籍
す
る

少
年
剣
士
４
名
が
参
加
し
、
兵
庫
県
剣
道

連
盟
や
東
播
地
区
協
議
会
の
先
生
方
の
指

導
で
、
丸
一
日
、
実
の
あ
る
稽
古
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

指
導
願
っ
た
の
は
兵
庫
剣
連
、
浦 

和
人

教
士
８
段
、
池
田
公
律
教
士
８
段
、
東
播

地
区
協
平
野
武
彦
教
士
７
段
の
先
生
方
で

す
。
参
加
者
は
１
１
０
名(

指
導
者
３０
名
、

教
室
生
約
８０
名) 

 

三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
は
大
柴
敏
昭
少

年
指
導
部
長(

別
所)

、
石
田
隆(

緑
が
丘)

が

付
き
添
い
、
少
年
剣
士
は
、
山
城
彰
宗(

中

央)

・照
井
瑞
生
（志
染
）・石
田
真
大
（自
由

が
丘
）・森
岡
祥
平
（緑
が
丘
）の
各
君
。 

浦
先
生
の
講
義
で
始
ま
り
、
「所
作
」「礼

法
」「着
装
」及
び
基
本
動
作
（足
捌
き
、
素

振
り
な
ど
）並
び
に
「木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
技
稽
古
法
」を
学
び
ま
し
た
。 

【
講
義
内
容
の
要
約
】 

稽
古
の
方
法
に
つ
い
て 

・
剣
道
は
、
日
本
の
伝
統
文
化 

・
剣
道
は
、
不
変
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

・
稽
古
は
、
一
つ
一
つ
繋
が
り
が
あ
る
。 

・
竹
刀
は
、
刀
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

に
心
が
け
る
こ
と
。   

・
有
効
打
突
を
求
め
る
た
め
の
稽
古 

を
す
る
こ
と
。 

 

正
座
、
座
礼
等
に
つ
い
て 

・
正
座
は
、
左
足
を
半
歩
ひ
き
、
左
、 

右
の
順
で
座
る
。
（
左
座
右
起
） 

・
正
座
を
し
て
も
相
手
へ
の
目
線
を
変 

え
な
い
。
（
頭
か
ら
切
ら
れ
な
い
よ 

う
に
） 

・
座
礼
は
、
１
、
２
、
３
の
速
度
で 

ゆ
っ
く
り
と
礼
を
す
る
。
（
相
手
と 

合
わ
せ
る
。
） 

・
座
礼
後
、
頭
を
上
げ
る
と
力
を
抜

き
、
軽
く
膝
の
上
に
手
を
の
せ
る
。

（
「
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
い
う
気
持

ち
が
大
事
で
あ
る
。
） 

・
立
礼
（
約
１５
度
お
よ
び
約
３０
度
）

は
、
腰
か
ら
曲
げ
、
首
は
動
か
さ

な
い
。 

 

面
の
着
け
方
、
し
ま
い
方
、 

置
き
方 

・
物
見
か
ら
相
手
全
体
を
見
る
。 

・
面
タ
オ
ル
で
面
の
中
を
先
に
拭
く
。 

・
右
ひ
ざ
の
前
に
小
手
（
原
則
、
こ
ぶ 

し
を
右
の
方
向
）
を
置
き
、
そ
の
上 

に
面
を
置
く
。 

 

・
面
タ
オ
ル
は
、
裏
返
し
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。 

・
移
動
は
、
面
の
中
に
面
紐
、
タ
オ 

ル
、
小
手
を
入
れ
、
右
脇
に
持
ち
、 

左
手
に
竹
刀
を
持
っ
て
移
動
す
る
。 

 声
の
出
し
方 

 

・
打
突
部
位
に
当
た
る
と
同
時
に
声 

を
出
す
。 

 「
間
に
合
う
・
間
に
合
わ
な
い
」 

の
法
則 

・
電
車
の
乗
り
込
み
を
例
え
（
電
車 

 

に
間
に
合
い
乗
っ
た
が
、
特
急
電
車

で
あ
り
、
自
分
が
降
り
る
駅
を
乗
り

越
し
（
通
過
）
、
間
に
合
わ
な

か
っ
た
。
電
車
を
乗
り
遅
ら
せ
た

が
、
普
通
電
車
で
あ
り
、
自
分
が

降
り
る
駅
で
停
車
し
、
間
に
合
っ

た
。
）
要
は
、
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り

と
形
を
作
る
（
間
に
合
う
）
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。 

【
引
率
し
た
石
田
先
生
の
感
想
】 

「今
回
、
初
め
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
基
本
に
忠
実
に
剣
道
の
真
髄
を

解
説
，
示
範
し
て
い
た
だ
き
、
『目
か

ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
』
思
い
で
あ
り

ま
し
た
。
」 

（報
告 

石
田
隆
） 

 

 

 

ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ンン
エエ
イイ
ジジ
・・
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク

トト
にに
参参
加加
しし
てて  

（（
７７
月月
１１３３
日日
））  

））  
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岐
阜
県
中
津
川
市
は
本
当
に
遠
い
。
神

姫
バ
ス
で
三
宮
ま
で
出
て
、
阪
神
電
車
に
乗

り
換
え
、
近
鉄
は
榛
原

は
い
ば
ら

で
の
待
ち
合
わ
せ

に
辛
う
じ
て
間
に
合
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

二
つ
の
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
持
参
の
防
具
は
バ
ス
の
中
に

持
ち
込
め
な
い
の
で
、
バ
ス
の
横
腹
を
開
け

て
収
納
す
る
際
、
こ
め
か
み
と
左
目
の
中

間
あ
た
り
を
蓋
の
端
で
し
こ
た
ま
打
た
れ

ま
し
た
。
降
り
る
と
き
に
運
転
手
も
心
配

す
る
ぐ
ら
い
出
血
し
て
い
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
榛
原
駅
で
電
車
が
止
ま
っ
て

い
る
間
中
、
３
年
後
輩
の
八
田
賢
一
氏
と

話
し
込
み
、
電
車
が
出
発
し
て
か
ら
気
づ

き
、
次
の
駅
で
ユ
ー
タ
ー
ン
し
た
こ
と
で
す
。 

 

二
つ
あ
れ
ば
三
つ
目
は
？
と
心
配
し
ま

し
た
。 

 
 

榛
原
駅
の
南
側
で
待
つ
こ
と
し
ば
し
、
５ 

年
後
輩
の
上
垣
功
奈
良
剣
連
副
会
長(

剣

道
８
段)
が
車
２
台
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
一
路
中
津
川
へ
。
運
転
の
神
代
氏
は

広
告
企
画
会
社
経
営
の
実
業
家
。
も
っ
た
い

な
い
運
転
手
で
す
。
途
中
休
憩
し
た
り
昼

食
を
と
っ
た
り
し
な
が
ら
、
大
学
同
期
の
、

若
田
耕
平
氏
宅
に
到
着
し
ま
し
た
。
設
計

事
務
所
を
経
営
し
、
広
い
邸
宅
を
構
え
て

い
ま
し
た
が
、
奥
さ
ん
の
看
病
で
稽
古
も

ま
ま
な
ら
ず
、
最
近
よ
う
や
く
剣
道
の
稽

古
を
再
開
し
て
、
高
校
時
代
の
仲
間
と
剣

道
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。 

 

合
同
稽
古
は
、
午
後
７
時
か
ら
近
く
の
文

化
会
館
で
行
わ
れ
、
体
育
館
の
よ
う
な
床

の
上
に
階
段
の
半
分
ほ
ど
高
く
な
っ
た
台

（小
学
校
の
体
育
館
の
約
３
分
の
２
ほ
ど
の

広
さ
）が
あ
り
、
隅
に
は
郷
土
芸
能
に
使
わ

れ
る
太
鼓
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

剣
道
着
に
着
替
え
て
い
る
と
、
剣
道
連

盟
の
会
長
や
若
い
愛
好
家
が
ぼ
つ
ぼ
つ

集
ま
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
座
礼
の
後

早
速
稽
古
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

目
の
前
、
阿
部
先
生
に
は
こ
ち
ら
か

ら
お
願
い
に
行
か
ね
ば
と
心
に
決
め
、

大
急
ぎ
で
面
を
付
け
ま
し
た
。
自
分
の

体
は
思
い
の
ほ
か
動
き
、
一
息
つ
け
る
か

な
と
蹲
踞
す
る
と
、
す
で
に
２０
歳
代
の

若
手
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
打

突
が
速
く
対
応
に
手
間
取
り
ま
し
た
が

何
と
か
稽
古
を
済
ま
す
と
、
待
ち
構
え

て
い
た
よ
う
に
、
今
度
は
３０
歳
代
の
稽

古
慣
れ
し
た
方
が
掛
か
っ
て
こ
ら
れ
、
気 

           

が
抜
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
何

人
か
の
稽
古
が
済
み
、
こ
れ
で
一
息
つ
け

る
か
な
と
後
ろ
を
振
り
向
く
と
、
剣
道

部
Ｏ
Ｂ
会
長
の
清
水
氏(
教
士
７
段)

が
既

に
休
憩
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
大
学

剣
道
部
師
範
を
永
年
務
め
た
上
垣
８

段
と
同
期
で
、
静
か
な
剣
風
の
持
ち

主
で
す
。 

 

遠
方
か
ら
稽
古
を
お
願
い
に
き
た

こ
の
身
は
「い
や
い
や
こ
こ
で
休
む
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
。
」と
言
い
聞

か
せ
、
相
手
を
探
し
て
前
を
向
く
と
、

中
津
川
剣
道
連
盟
の
篠
原
会
長(

８

段)

が
お
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。
未
知

の
方
な
が
ら
永
年
連
盟
を
引
っ
張
っ
て

こ
ら
れ
た
方
と
聞
い
て
い
ま
す
。
立

ち
会
い
の
数
秒
後
、
素
晴
ら
し
い
メ
ン

を
打
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
滝
川
第
二
高
校
の
長
納

憲
二
剣
道
部
師
範
や
大
阪
大
学
剣

道
部
池
田
功
師
範
か
ら
素
晴
ら
し
い

品
格
の
あ
る
面
打
ち
を
頂
戴
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
メ
ン
を
ま

た
頂
き
ま
し
た
。
当
た
る
寸
前
に
受

け
て
胴
に
返
し
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ

の
品
格
に
脱
帽
し
ま
し
た
。
剣
道
で

は
勝
敗
で
決
め
ら
れ
な
い
「気
の
美
し

さ
」
が
必
要
だ
と
感
じ
た
一
瞬
で
し

た
。 

 

そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
篠
原

会
長
に
感
謝
の
念
が
今
で
も
消
え
ま

せ
ん
。 

 

若
田
耕
平
氏
と
は
一
年
ぶ
り
に
剣

を
交
え
ま
し
た
。
彼
の
気
力
未
だ
衰

新新
連連
載載  

防防
具具
担担
いい
でで
「「
交交
剣剣
知知
愛愛
」」  

平
成
２５
年
７
月
２３
日
の
旅
か
ら  

  

三三
木木
市市
剣剣
道道
連連
盟盟
副副
会会
長長  

森森
下下  

哲哲
次次  

篠原会長、若田、安部先生 
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え
ず
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。 

          

 

そ
の
後
も
３０
代
、
４０
代
の
方
々
と
稽
古

が
続
き
、
最
後
に
は
大
学
生
女
子
と
の
稽

古
で
よ
う
や
く
終
了
し
ま
し
た
。
我
な
が

ら
よ
く
ま
あ
続
い
た
も
の
だ
！
途
中
で
皆

様
に
迷
惑
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
と
願
い
つ

つ
続
け
ま
し
た
。
約
一
時
間
連
続
の
稽
古

で
し
た
。 

 

 

座
礼
の
後
、
蹲
踞
す
る
時
の
間
合
い
、
開

始
線
は
稽
古
の
折
も
同
じ
気
持
ち
で
行
う

よ
う
上
垣
八
段
か
ら
注
意
が
あ
り
、
な
ー

な
ー
の
稽
古
を
反
省
し
た
次
第
で
す
。 

 

面
を
外
し
て
も
汗
は
止
ま
ら
ず
、
ぬ
る

ぬ
る
の
汗
で
、
手
ぬ
ぐ
い
で
拭
い
て
も
拭
い

て
も
あ
と
か
ら
流
れ
出
て
き
ま
す
。
服
に

着
替
え
て
会
館
を
出
る
と
、
関
西
よ
り
２

～
３
度
は
低
い
気
温
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

 

引
き
上
げ
て
宿
舎
に
帰
る
と
、
座
る
の
も

も
ど
か
し
く
、
道
々
仕
入
れ
た
ビ
ー
ル
や

寿
司
、
差
し
入
れ
の
つ
ま
み
、
手
作
り
の
お

か
ず
、
手
土
産
の
焼
酎
や
酒
な
ど
，
盛
り

沢
山
に
遅
い
夕
食
と
な
り
ま
し
た
。
話
は

次
か
ら
次
へ
と
弾
み
、
床
に
入
っ
た
の
は
午

前
３
時
で
し
た
。 

 

次
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
で
観
光
に
も
行
け

ず
、
１１
時
頃
ま
で
過
疎
地
と
高
齢
者
問

題
に
悩
む
川
上
村
や
上
北
山
村
の
現
状
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
や
っ
と
小
降
り

に
な
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
土
産
を
買
い

に
出
か
け
て
、
そ
の
足
で
中
山
道
の
宿
場
町

馬
籠
の
見
学
を
済
ま
せ
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。
元
気
で
若
い
神
代
氏
も
さ
す
が
に

疲
れ
た
の
か
Ｐ
Ａ
が
あ
れ
ば
休
み
、
数
回
の

休
憩
を
し
な
が
ら
大
阪
ま
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

上
北
山
村
の
副
村
長
、
中
崎
氏(

教
士)

は

温
厚
な
語
り
口
な
が
ら
、
剣
風
は
重
厚
で

本
格
派
だ
っ
た
な
あ
と
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。 

 

三
度
目
の
災
難
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

  
 

  
  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  

  

  

    

  

骨骨
平平  

  

  

  
  

  
  

  

  
  

  

  

  
  

  

  
  

  

  

  
  

  

  
  

  

  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

  
  

  

岐阜県剣道連盟の方  々

中津川にて 


